









































お 1500 から 2000 ほど残っていると言われている。2
　ここではまず 18 世紀イギリスの小説家ジェイン・オースティン（Jane 































































































第 12 代に当たる。森護氏によると、イギリスには王族の公爵を除いて 26
公家があり、デボンシャー公爵は序列では第８位の高位にある。6序列は格
式であり必ずしも財力の差ではない。例えば序列では第６位のセント・オ































心地よい庭と最も美しい宮殿（‘the most pleasant garden and the most beautiful 














































1950 年に第 10 代デボンシャー公爵が 55 歳の若さで急死したため、アン
ドリューは 30 歳という若さで公爵となり、デボラも同じ 30 歳にして公爵
夫人となった。
3．第 11 代デボンシャー公爵夫人とミットフォード姉妹
　2014 年に 94 歳で亡くなった第 11 代デボンシャー公爵夫人デボラ・キ
ャベンディッシュは、第２代リーズデール男爵（John＝Freeman Mitford, Baron 
Redesdale, 1878‒1958）とその妻シドニー（Sydney, 1880‒1963）の間に一男六女
の末っ子として 1920 年に生まれた。10長女ナンシー（Nancy Mitford, 1904‒















































　デボラは、当時の貴族のしきたりに従って 18 歳（通常は 17 歳）で社交界


















































　1894 年には土地優遇税制が廃止され、1919 年には土地相続税が 25％に
引き上げられた。13第９代デボンシャー公爵は、相続税対策として 1926 年
にチャッツワース・エステイツ・カンパニー（Chatsworth Estates Company）




























平方フィート（約 46,500 坪）、部屋数は 297（そのうち大部屋が 48）、台所 32、
事務室 21、廊下 3,246 フィート（974 m）、階段 17、ドア 558、バスルーム
















































































































































































































































６ 森護『英国の貴族—遅れてきた公爵—』（大修館書店、1987 年）、p. 273。
７ 同書、p. 183。
８ チャッツワースの歴史については、The Duchess of Devonshire, Chatsworth The 
House (Frances Lincoln, London, 2002)、及 び Deborah Mitford, Duchess of 
Devonshire, Wait for Me! (Picador, New York, 2010)参照。








13 島崎　晋『華麗なる英国貴族 101 の謎』（PHP、2014 年）、p. 25。
14 前掲、Wait for Me!, pp. 261‒2。
15 Lewis Carroll, Alice’s Adventures in Wonderland and Through the Looking-Glass 
(1865, 1872; repr. Penguin Classics, 1998), pp. 141‒3.




2001 年）、p. 198 参照。
 （大谷大学教授　英文学・英米文化）
 〈キーワード〉英国貴族、カントリー・ハウス、ノブレス・オブリージュ
